






































平成 19 年 3 月 11 日 
リ ー ゼ ミ 資 料 
 

大学生に求められる倫理         講師（森正典先生） 

 
１ 趣旨 
  萬里一条轍（ばんり いちじょうの てつ） 
   
２ 倫理の意義 

(1) 倫理とは 
「人として守るべき道」を意味する。 
人間として社会から求められる行動の在り方を規定するもの。 

 倫理は「倫」と「理」の二つの語からなっているが、この二つの語は、人間の共同存在、つまり複

数の人間が存在しているこの社会を、複数の人が生きていけるような秩序＝道を意味している。 
 つまり、人間が存在している社会が正しく、かつ快適にあるための理法が倫理だと言える。社会は、

本質的にひとつの調和と見なされる。社会の起源の当時から、自然という無秩序に変えて、知的な秩

序を持たせたわけである。人間が持つさまざまな能力と欲求を象（かたど）って生きている人間の、

さまざまな階級の間に確立された平衡であると説明されている。      
～ 中略 ～ 

 日本にも道徳として倫理の花は咲いていた。武士道しかり、商人道またしかり。工人や農民、漁民

に至るまで「道」という倫理をしっかり持っていた。 
 しかもそれは、職業倫理であるとともに一般倫理でもあった。 
              「人間生活と職務」評論家・坂田不二夫 

(2) 社会生活における倫理の必要性 
 
 
(3) 法律との関係 

 
 

３ 大学生と倫理 
  
 
 
 
４ 大学生の倫理観の現状を窺わせるもの 
  （新聞記事参照） 
 
５ 剣道を志す大学生へ 
  武士道を踏まえて鍛えて欲しいこと（強い倫理観の醸成） 

(1) 自覚 
 このごろの奉公人（武士）を見ると、目の付け所がひどく低俗である。まるでスリのような目つき

をしている。 
 おそらく、あまりにも欲得ずくであったり、利口ぶっていたりするためであろう。少しは腹がすわ

っている者かと思うと、ただ格好をつけているだけだったりする。 
 我が身を主君に捧げ、生きながら幽霊となって、絶えず主君のことを考え、きちんと仕事をし、鍋

島藩をゆるぎないものにする。ここに目を付けなければ、奉公人とは言えない。この心構えについて

は、上下の区別はない。 
 ここに腰を据えて、例え神仏にさそわれようが動揺しないと覚悟を決めなければならぬ。（葉隠聞

書第１～36） 



【教訓】 
 自覚 
  形（表れ）～礼儀正しさ 
   
 

内心（志）～社会に役立つ 
   

覚悟（自覚）～動揺しない 
 
   

(2) 責務 
 （武士道は）今なお我々の間における力と美との活ける対象である。それはなんら手に触れうべき

形態を取らないけれども、それにかかわらず道徳的雰囲気を香らせ、我々をして今なおその力強き支

配のもとにあるを自覚せしめる。（中略） 
 武士がその職業においてまた日常生活において守るべき道を意味する。一言にすれば「武士の掟」、

すなわち武人階級の身分に伴う義務（ノーブレス・オブリージュ）である。（中略） 
 武士道は上述のごとく道徳的原理の掟であって、武士が守るべきことを要求されたもの、もしくは

教えられたものである。 
         （矢内原忠雄訳、新渡戸稲造著「武士道」第１章） 

【教訓】 
○ 日本人の精神そのもの 
○ ノーブレス・オブリージュ（身分に伴う義務） 
○ 義務でなく責務 

 
 
 
 
 
 
 

(3) 五輪・五常 
武士道の三つの魂 ～ 仏教・神道・儒教（新渡戸稲造「武士道」） 

仏教 ～ 運命に任すという平静なる感覚、不可避に対する静かなる服従、危険災禍に直面

しての沈着、生を賤しみ死を親しむ心、仏教は武士道に対してこれらを与えた。 
神道 ～ 神道の教義によりて刻み込まれた主君に対する忠誠、祖先に対する尊敬、親に対

する孝行は他のいかなる宗教によっても教えられなかったもので、これによって武

士道の傲慢なる性格に服従性が賦与せられた。 
儒教 ～ 孔子や孟子の唱えた倫理道徳観、即ち、「人として守るべき五つの道（五輪）」、

具体的には君臣の義、父子の親、夫婦の別、兄弟の長幼の序、朋友の信。また、「人

が守るべき五つの道徳（五常）」、仁、義、礼、智、信を説く。 
     この五輪・五常が武士道の骨格となっている。 

                （志村史夫著「いま武士道を読む」） 
 【教訓】 

○ 武士道の淵源 
 
 

○ 今も続く儒教の教え 
 
 



(4) 良心 
 義は武士の掟中最も厳格なる教訓である。武士にとりて卑劣なる行動、曲がりたる振る舞いほど忌

むべきものはない。 
（矢内原忠雄訳、新渡戸稲造著「武士道」第３章） 

 義は人が喪われたる楽園を回復するために歩むべき直ぐかつ狭き路である。 
                            （孟子） 
良心の掟 
 義のことを「人としての正しい道」といっても、それは個人的な観念であり、いわば「道徳」であ

る。実行しなければ罰せられるといった「法律」とは違う。法律ならば「してはいけないこと」が法

文化されていて明確にわかるが、道徳は人間の内面に据えられた「良心の掟」であり、その基準は個

人によって違うからである。 
 では、良心の掟とされる普遍的な道徳とは何か。 

○ 人にやさしくあれ 
○ 正直であれ 
○ 約束を守れ 
○ 弱い者をいじめるな 
○ 卑怯なことをするな 
○ 人に迷惑をかけるな 

などがあげられ、人が人として行わなければならない良心のことだ。だからこれを犯すとき、われわ

れは「良心の呵責」に襲われるのである。 
（岬龍一郎著「新渡戸稲造 美しき日本人」） 

 【教訓】 
○ 良心の掟 

 
(5) 勇・敢為堅忍（かんいけんにん）の精神 

 勇気は、義のために行われるのでなければ、徳の中に数えられるにほとんど値しない。孔子は「論

語」において、その常用の論法に従い消極的に「勇」の定義を下して、「義を見てせざるは勇なきな

り」と説いた。この格言を積極的に言い直せば、「勇とは義（ただ）しきことをなすことなり」であ

る。 
（矢内原忠雄訳、新渡戸稲造著「武士道」第４章） 

 【教訓】 
○ 義を見てせざるは勇なきなり（論語） 

 
 

○ 成せば成る 成さねば成らぬ何事も 成さぬは人の成さぬなりけり 
 
 

○ 浩然の気 
 

 
(6) 仁・惻隠の心 

 仁は柔和なる徳であって、母のごとくである。進直（しんちょく）なる道義と厳格なる正義とが特

に男性的であるとすれば、慈愛は女性的なる柔和さと説得性を持つ。（中略） 
 幸いにも慈愛は美であり、しかも希有ではない。「最も剛毅なるものは最も柔和なる者であり、愛

ある者は勇敢なるものである。」とは普遍的に真理である。 
（矢内原忠雄訳、新渡戸稲造著「武士道」第５章） 

 
 
 



【教訓】 
○ 武士の情け 

 
 

○ 惻隠の情 
 
 

(7) 誠 
虚言遁辞（とんじ）はともに卑怯とみなされた。武士の高き社会的地位は、百姓町人よりも高き信

実の標準を要求した。「武士の一言」と言えば、その言の真実性に対する充分なる保障であった。武

士は、然諾（ぜんだく；よしとして受け入れること）を重んじ、その約束は一般に証書によらずして

結ばれかつ履行せられた。証文を書くことは、彼の品位にふさわしくないと考えられた。 
（矢内原忠雄訳、新渡戸稲造著「武士道」第７章） 

 【教訓】 
○ 虚言・遁辞 

 
 

○ 武士道と商人道 
 
   武士は喰はねど高楊子 
 

○ 誠 
行動基準としての「誠」は、「全力を打ち込むこと」で、誠心誠意という言葉のとおり   

「己を尽くす」という一事に極まる。 
 

(8) 名誉 
 廉恥心は少年の教育において養成せらるべき最初の徳のひとつであった。「笑われるぞ」「恥ずかし

くないか」等は、非を犯せる少年に対して正しき行動を促すための最後の訴えであった。少年の名誉

心に訴うることは、あたかも彼が母胎の中から名誉をもって養われていたかのごとく、彼の心情の最

も敏感なる点に触れたのである。 
（矢内原忠雄訳、新渡戸稲造著「武士道」第８章） 

【教訓】 
○ 廉恥心 

 
○ 兄弟喧嘩等で学ぶこと 

 
○ 名誉で増幅する生き甲斐 

人を成長させる誘因の一つは名誉を求める素直な気持ちであり、 
名誉は人々にひとしお生きている張り合いを増す。 
 
  
 
 

(9) 忠義 
 頼山陽はかれの偉大なる「日本外史」において、父の反逆行為に関する平重盛胸中の苦闘をば、惻々

たる言葉をもって述べている。「忠ならんと欲すれば孝ならず、孝ならんと欲すれば忠ならず」。哀れ

むべし重盛！彼れ後、魂を傾けて死を天に祈り、純潔と正義の住難きこの世より開放せられんことを

願いしをみるのである。 
（矢内原忠雄訳、新渡戸稲造著「武士道」第９章） 



 【教訓】 
○ 節義の士（節義の嗜み） ～ 組織人としての在り方 

節義＝節操を守り正道を踏み行うこと 
口に偽りを言わず、利己的な態度を構えず、心は素直にして外に 

飾りなく、作法を乱さず、礼儀正しく、上にへつらわず、下を侮らず、他人と交わした約諾

（やくだく）を違えず、人の艱難を見捨てず、己がすまじきことをせず、死すべき場をば一

歩も退かず、常に正義と道理を重んじ、その心は鉄石のごとく強固であり、また穏和慈愛に

してもののあわれを知り、人に情けあるを節義の士と申すのである。 
（室鳩巣「明君家訓」） 

(10) 克己 
 一方において勇の鍛錬は呟（つぶや）かずして忍耐することを銘記せしめ、他方において礼の教訓

は我々自身の悲哀もしくは苦痛を露（あら）すことにより他人の快楽もしくは安静を害せざるよう要

求する。 
（矢内原忠雄訳、新渡戸稲造著「武士道」第 11 章） 

【教訓】 
○ 克己 

鍛錬に耐える個人的な資質 
意志の力で自分の衝動、欲望、感情等を抑えること 
 
人の世に処するというものは、苦しいことも嬉しいこともいろい 

ろあるものだ。その苦しいことというものに耐えなければ、忠孝だの、国家の経綸だのとい

ったところでとうてい成し遂げられるものではない。この苦しいことに堪えるということは、

平成から錬磨しておかなければ、その場合に限ってできるものではない。 
      （長岡藩家老河井継之介） 

 
     誰に対戦したいというものはない 
    自分が向上すれば必ず打てる     （松井秀喜） 
 
６ 非違非行を避けるために 

(1) 強い倫理観の醸成 
部活の幹部 

① 剛毅な責任感 ～ 自責に堪える自己研鑽 
② 重厚にして恭謙 ～ 人間としての実力 

実力の貧寒な者ほど自己顕示 
足下、自分を大切に 

③ 公正にして恕 ～ 客観的に寛大に 
私心を去り物欲を遠ざけ 
精神心情を純粋に 

     自分で考え 自分で行動する 
(2) 非違非行に繋がる条件の排除 
 ア 弱さの自覚 
    
 
 イ 条件の排除 
    
 ウ 組織としての人間教養 
    
 

 
 



      本気（しんみん） 
 本気になると世界が変わってくる 自分が変わってくる 
 変わってこなかったら 
 まだ本気になっていない証拠だ 
 ああ 人間 一度こいつをつかまんことには 
 
 

「五省」（一日の行動の反省） 
○ 至誠に悖（もと）るなかりしか 
○ 言動に恥ずるなかりしか 
○ 気力に欠くるなかりしか 
○ 努力に憾（うら）みなかりしか 
○ 不精に亘るなかりしか 

 
◇ 行いに悔ゆることなかりしか 
◇ 礼儀に欠けることなかりしか 
◇ 誠意に欠けることなかりしか 
◇ 感謝と奉仕の精神に欠けることなかりしか 
◇ 率先の勇気に欠けることなかりしか 

 
□ 口舌に終わっていないか 
□ 易きについていないか 
□ 勇気に欠けていないか 
□ 自己中心になっていないか 
□ 国家・人類を忘れていないか 
                
（「現代に生かす海軍名言録」上村嵐著より） 

 
 



 



 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 



 
 
 



 
 
  



 




